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1年目 6月 鈴木、佐藤、田中、山本 9月 伊藤、斉藤、加藤、山田、吉田
11月 渡辺、高橋、小林、中村 1月 佐々木、井上、木村、松本、清水
6月 伊藤、斉藤、加藤、山田、 9月 鈴木、佐藤、田中、山本
2年目 吉田





















































































講演者 内 容 参加人数
1回 小沢治夫 成長期のアクティプライ フ 児童数十保護者
（北海道教育大） ～体カ ・気カ ・学力は生活から～ 約 250名
2回 野井真吾 生き生きキッズの秘訣～規則正 児童数十保護者
（埼玉大） しい生活習慣の形成を～ 約 240名
3回 木村正男 子どもたちの今を応援する～学 児童数十保護者
校生活の肯定感醸成～ 約 280名
4回 石黒貢 体力づくりは生きる源～体力の 児箪数十保護者
（市教育長） 必要なわけ～ 約 250名
































































っている 。 根っことは「家族 ・ 故郷 • 国」であり、これは人格の基である“三つの母”（母
親の愛情 • 生まれ育った母なる大地 ・母なる言語）そのものである。人は、これらの母を
士台として心に刻み込み、そのことが感性となって後を生きるものである。そして、人と
して生まれ、生きてきてよかったという人生にしなければいけない。
教育は文化の継承であり創造である。人と人との交わりの中で互いに影響し合って営ま
れてこそのものである。だから、このことに携わる教師には大きな責任があるが、一人一
人の教師が持っている知識は、断片の寄せ集めに過ぎず些細なものである。「我以外皆師な
り。」のごとく、これを結びつけて他の価値にできるかどうかは、偏に教師個人の姿勢にか
かっている。
他者に交われば、他者は必ず何かを発する。その発したことにどう感応するかが大事な
ことで、往々にして人は自己の狭い枠の中でそのことを判断し、時には切り捨てて しまう。
そうではなくて、そのことを素直に受け止めて次に繋げる学びの契機とするのか否か。こ
の差は、大きく 伸びる人とそうでない人との分かれ道である。
教師が教職という仕事を通じて子どもたちの人生を想い、 その人格形成に少しでも影態
を与え、それらに喜びを感じることができたなら、それは社会でよりよく生き 、個人とし
てもよく生きた証でもある。
明日の日本を背負って立つ子どもたちに寄り添い、まっすぐ前を見つめ立ち向かう教師
人生も満更でない。変わることのない精進を続けたいものである。
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